
【
Ａ
Ｉ
が
人
類
を
滅
ぼ
す
】

　
ア
ン
ソ
ロ
ピ
ッ
ク
の
安

全
研
究
者
が
、
今
後
十
年

以
内
に
超
知
能
に
達
し
た

Ａ
Ｉ
が
全
人
類
を
滅
亡
さ

せ
る
可
能
性
は
10
％
を
超

え
る
と
い
う
見
解
を
示

し
、
大
き
な
波
紋
を
呼
ん

で
い
る
。

　
Ａ
Ｉ
が
Ａ
Ｉ
を
開
発
す

る
指
数
関
数
的
（
倍
々

ゲ
ー
ム
）
段
階
に
入
っ
て

お
り
、
米
国
の
最
先
端

テ
ッ
ク
企
業
で
は
Ａ
Ｉ
が

人
類
の
制
御
を
越
え
た
恩

恵
を
施
す
神
か
、
人
類
を

滅
亡
さ
せ
る
悪
魔
か
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

楽
観
論
と
悲
観
論
が
入
り

混
じ
っ
て
お
り
、
最
終
兵

器
と
目
さ
れ
る
Ａ
Ｉ
が
核

と
同
様
に
国
を
越
え
て
何

ら
か
の
規
制
の
対
象
に

な
っ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う

が
、
最
終
兵
器
を
巡
っ
て

の
国
際
競
争
が
止
ま
る
と

も
思
え
ず
、
そ
の
両
面
の

せ
め
ぎ
合
い
が
繰
り
広
げ

ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
数
年
前
に
は
対
話
型
Ａ

Ｉ
だ
っ
た
が
、
今
や
、
多

数
の
Ａ
Ｉ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

が
実
際
の
仕
事
を
実
行
す

る
段
階
に
入
っ
た
。
同
じ

く
、
エ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ス

（
若
者
）
の
仕
事
を
奪
う

こ
と
が
危
惧
さ
れ
た
が
、

現
在
で
は
シ
ニ
ア
ク
ラ
ス

の
仕
事
を
代
替
す
る
と
も

言
わ
れ
始
め
た
。

　
ベ
テ
ラ
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア

は
、
Ａ
Ｉ
の
進
化
を
予
測

す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
最

良
の
方
法
は
現
状
に
対
応

し
て
い
く
こ
と
だ
と
述
べ

て
い
る
。

　
睡
眠
と
覚
醒
を
制
御
す

る
神
経
伝
達
物
質
「
オ
レ

キ
シ
ン
」
の
発
見
な
ど
の

業
績
で
、
米
国
で
最
も
権

威
あ
る
医
学
賞
「
ラ
ス

カ
ー
賞
」
の
基
礎
医
学
賞

を
受
賞
し
た
筑
波
大
の
柳

沢
正
史
教
授
が
Ａ
Ｉ
の
対

し
方
と
し
て
、「
最
先
端

の
道
具
は
、
使
え
る
も
の

は
使
い
倒
せ
ば
い
い
、
た

だ
、
本
当
の
大
発
見
に
つ

な
が
る
よ
う
な
研
究
の
ア

イ
デ
ア
、
全
く
独
創
的
な

こ
と
を
Ａ
Ｉ
が
言
う
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

は
人
間
の
仕
事
で
す
。
結

局
、
専
門
家
で
な
け
れ
ば

Ａ
Ｉ
を
正
し
く
使
い
こ
な

せ
な
い
と
思
い
ま
す
」
と

述
べ
て
い
る
。

　
Ａ
Ｉ
を
拒
否
す
る
人
は

淘
汰
さ
れ
て
い
く
だ
け
だ

が
、
Ａ
Ｉ
に
思
考
を
依
存

し
、
Ａ
Ｉ
に
使
わ
れ
る
大

多
数
と
Ａ
Ｉ
を
使
い
倒
す

少
数
者
に
分
か
れ
る
だ
ろ

う
。

　
Ａ
Ｉ
に
出
来
る
こ
と
の

価
値
が
暴
落
し
、
Ａ
Ｉ
に

出
来
な
い
、
不
得
意
な
こ

と
の
価
値
が
上
昇
す
る
の

は
間
違
い
が
な
い
だ
ろ

う
。
Ａ
Ｉ
に
は
創
造
力
が

（
53
）

マ
ル
チ
ア
ー
チ
ス
ト

澤
村
洋
二

想
い
つ
く
ま
ま

（５２６号）（１）　　2026 年（令和８年）11月号

発　行　所

住研タイムス
編集兼発行人　石 田 秀 貴

TEL（072）985 − 9653
創業：1983 年（昭和 58 年）１月
創刊：1983 年（昭和 58 年）２月
発行日：月刊／毎月 25 日
購読料：一年 6,000 円

■
序
章　
創
立
前
史

第
１
節　
陶
磁
器
産
業

の
夜
明
け

〈
１
〉
森
村
組
と
陶
磁

器
産
業

陶
磁
器
へ
進
出

　
（
前
号
の
続
き
）

１
８
８
２
（
明
治
15
）

年
に
村
井
保
固
の
意
見

を
入
れ
※
、
市
左
衛
門

は
「
日
本
の
商
品
を
海

外
に
出
し
て
国
家
に
貢

献
し
た
い
。
こ
の
見
地

か
ら
大
量
輸
出
を
図

る
卸
専
門
が
得
策
で
あ

る
」
と
し
て
、
営
業
を

従
来
の
小
売
業
か
ら
卸

売
専
門
業
に
大
き
く
転

換
さ
せ
た
。

　

そ
し
て
、
卸
売
り
に

転
換
し
て
ま
も
な
く
、

モ
リ
ム
ラ
・
ブ
ラ
ザ
ー

ズ
か
ら
「
こ
う
い
う
も

の
が
で
き
る
と
大
量
に

売
れ
る
か
ら
、
作
っ
て

ほ
し
い
」
と
フ
ラ
ン
ス

製
の
コ
ー
ヒ
ー
茶
碗
を

送
っ
て
き
た
。
そ
こ
で

孫
兵
衛
が
こ
れ
を
持
っ

て
瀬
戸
に
赴
き
、
窯
元

川
本
枡
吉
と
共
に
苦
労

を
重
ね
た
末
に
、
よ
う

や
く
完
成
し
た
。

※
１
８
８
１
（
明
治

14
）
年
の
暮
れ
、
村
井

保
固
（
や
す
か
た
）
は

モ
リ
ム
ラ
・
ブ
ラ
ザ
ー

ズ
の
卸
売
り
へ
の
転
業

を
森
村
豊
（
と
よ
）
に

提
言
し
た
。
こ
れ
に
対

し
豊
は
、
現
在
の
小
売

り
継
続
を
主
張
し
た
。

両
者
と
も
そ
の
主
張
に

は
一
理
あ
り
、
営
業
上

重
大
な
問
題
で
も
あ
っ

た
た
め
、豊
の
提
案
で
、

２
人
は
各
自
の
意
見

を
書
い
て
同
封
し
、
東

京
の
森
村
市
左
衛
門
に

送
っ
て
裁
決
を
仰
ぐ
こ

と
に
し
た
。
市
左
衛
門

は
卸
売
専
門
に
軍
配
を

あ
げ
、
１
８
８
２
（
明

治
15
）
年
10
月
か
ら
卸

売
専
門
に
す
る
こ
と
と

し
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
申
し
送
っ
た
。

（
つ
づ
く
）

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
「
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
百
年
史
」
よ
り

住
設
建
材
産
業
史
実
録

住
設
建
材
産
業
史
実
録
（
７
）

な
い
と
い
う
人
に
は
過
去

デ
ー
タ
の
最
良
の
融
合
の

Ａ
Ｉ
に
勝
て
る
の
か
？

※
写
真
は『
善
膩
師
童
子
』

油
彩　
作　
澤
村
洋
二

（
鞍
馬
寺
顧
問
・（
一
社
）

総
合
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会　

元
理
事
）

な
に
わ
建
築
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
６

な
に
わ
建
築
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
６

国
土
交
通
省　
令
和
８
年
都
道
府
県
地
価
調
査

☆ News Release Line Up ☆
【パナソニック ホームズ（株）】
◎高温多湿化や将来の気候変動に備えて「除湿機能」を強化　全館
空調『エアロハス』に床下除湿ユニットを搭載した戸建住宅新商品
を発売
◎大型分譲地『ウインズタウン神戸みずき台』が 「第 20 回キッズデ
ザイン賞」を受賞　子どもがまちの未来を描く　住民主体のコミュ
ニティづくりが評価

【積水ハウス（株）】
◎積水ハウスの「mamoru テラス」が第 20 回キッズデザイン賞で
社会課題解決賞 ( 経済産業大臣賞 ) を受賞〜バルコニー・ベランダで
の子どもの転落事故という社会課題を、住環境設計で解決 20 年連
続受賞に加え、「KIDS DESIGN 100 LEGACY AWARD」も受賞〜
◎日本全国の小学生以下の子どもを持つ男女に男性育休の実態を調
査「男性育休白書 2026」 発表 ! 未就学児の子がいる男性の育休取得
率は 39.6%　「男性の家事・育児力」都道府県別全国ランキング、 高
知県が 3 年ぶり１位

【旭化成ホームズ（株）】
◎国際的な環境イニシアチブ RE100 のアワード「RE100 Leadership 
Awards 2026」で 3 年連続最終選考企業に選出

【YKK AP（株）】
◎男性育休を考えるプロジェクト「IKUKYU.PJT」に賛同、男性育休
取得率 74% に到達 　「希望者が安心して取得できる環境づくり」へ、
管理職向け「妊婦体験研修」や全社的な風土醸成を推進
《 回 覧 の お 願 い 》 更 な る 情 報 発 信 力 強 化 に ご 協 力 お 願 い い た し ま す 。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、

「
令
和
７
年
度
雇
用
均

等
基
本
調
査
」
の
結
果

を
取
り
ま
と
め
、
公
表

し
た
。

　

同
調
査
は
、
男
女
の

均
等
な
取
扱
い
や
仕
事

と
家
庭
の
両
立
な
ど
に

関
す
る
雇
用
管
理
の
実

態
把
握
を
目
的
に
実
施

し
て
い
る
も
の
で
、
令

和
７
年
度
は
、
全
国
の

企
業
と
事
業
所
を
対
象

に
、
管
理
職
等
に
占
め

る
女
性
割
合
や
、
育
児

休
業
制
度
の
利
用
状
況

な
ど
に
つ
い
て
、
令
和

７
年
10
月
１
日
現
在
の

状
況
を
調
査
し
た
。
調

査
結
果
の
ポ
イ
ン
ト

（
抜
粋
）
は
次
の
通
り
。

【
企
業
調
査
】（
常
用
労

働
者
10
人
以
上
）

◎
女
性
の
正
社
員
・
正

職
員
に
占
め
る
各
職
種

の
割
合
は
、
総
合
職
が

41
・
０
％
（
令
和
６
年

度
37
・
５
％
）、
一
般

職
40
・
１
％
（
同
40
・

０
％
）、
限
定
総
合
職

14
・８
％（
同
14
・６
％
）

と
な
っ
て
い
る
。

◎
管
理
職
等
に
占
め
る

女
性
の
割
合
は
、
部
長

相
当
職
で
は
９
・
２
％

（
同
８
・
７
％
）、
課
長

相
当
職
で
は
13
・
２
％

（
同
12
・
３
％
）、
係
長

相
当
職
で
は
20
・
９
％

（
同
21
・
１
％
）
と
な
っ

て
い
る
。

【
事
業
所
調
査
】（
常
用

労
働
者
５
人
以
上
）

◎
育
児
休
業
取
得
者

の
割
合
で
は
、
女
性

は
88
・
３
％
（
同
86
・

６
％
）、
男
性
は
50
・

９
％
（
同
40
・
５
％
）

と
な
っ
た
。

※
令
和
５
年
10
月
１
日

か
ら
令
和
６
年
９
月
30

日
ま
で
の
１
年
間
に
在

職
中
に
出
産
し
た
女
性

（
男
性
の
場
合
は
配
偶

者
が
出
産
し
た
男
性
）

の
う
ち
、
令
和
７
年
10

月
１
日
ま
で
に
育
児
休

業
（
産
後
パ
パ
育
休

を
含
む
。）
を
開
始
し

た
者
（
育
児
休
業
の
申

出
を
し
て
い
る
者
を
含

む
。）
の
割
合
。

　

国
土
交
通
省
公
表

「
令
和
８
年
都
道
府
県

地
価
調
査
」に
よ
れ
ば
、

全
国
の
地
価
は
、
景
気

が
緩
や
か
に
回
復
し
て

い
る
中
、
地
域
や
用
途

に
よ
り
差
が
あ
る
も
の

の
、
三
大
都
市
圏
で
は

上
昇
幅
が
拡
大
し
、
地

方
圏
で
も
上
昇
傾
向
が

継
続
す
る
な
ど
、
全
体

と
し
て
上
昇
基
調
が
続

い
て
い
る
。

　

同
調
査
は
、
国
土

利
用
計
画
法
施
行
令

に
基
づ
き
、
各
都
道
府

県
知
事
が
毎
年
７
月
１

日
時
点
に
お
け
る
基
準

地
の
１
㎡
当
た
り
の
価

格
を
調
査
し
公
表
す
る

も
の
で
、
全
国
２
１
，

４
６
６
地
点
を
対
象
と

し
て
実
施
し
た
。
１
年

間
の
地
価
動
向
は
次
の

通
り
。

☆　
　

☆　
　

☆

【
全
国
平
均
】

◎
全
用
途
平
均
・
住
宅

地
・
商
業
地
の
い
ず
れ

も
５
年
連
続
で
上
昇
し

た
。

　

商
業
地
は
上
昇
幅
が

拡
大
し
、全
用
途
平
均
・

住
宅
地
は
前
年
と
同
じ

上
昇
幅
と
な
っ
た
。

【
三
大
都
市
圏
】
※
１

◎
全
用
途
平
均
・
住
宅

地
・
商
業
地
の
い
ず
れ

も
上
昇
が
継
続
し
た
。

　

全
用
途
平
均
・
商

業
地
は
上
昇
幅
が
拡

大
し
、
住
宅
地
は
前
年

と
同
じ
上
昇
幅
と
な
っ

た
。

　

東
京
圏
、
大
阪
圏
で

は
い
ず
れ
も
上
昇
幅
が

拡
大
し
た
。

　

名
古
屋
圏
で
は
い
ず

れ
も
上
昇
幅
が
縮
小
し

た
。

【
地
方
圏
】
※
２

◎
全
用
途
平
均
・
住
宅

地
・
商
業
地
の
い
ず
れ

も
４
年
連
続
で
上
昇
し

全
用
途
平
均
で
５
年
連
続
上
昇

男
性
の
育
休
取
得
率
が
50
％
に

厚
生
労
働
省　
令
和
７
年
度
雇
用
均
等
基
本
調
査

た
。

　

全
用
途
平
均
・
住
宅

地
は
前
年
と
同
じ
上
昇

幅
と
な
っ
た
が
、
商
業

地
は
上
昇
幅
が
縮
小
し

た
。

　

地
方
四
市（
札
幌
市
・

仙
台
市
・
広
島
市
・
福

岡
市
）
で
は
い
ず
れ
も

上
昇
幅
が
縮
小
し
た
。

　

そ
の
他
の
地
域
で
は

商
業
地
は
上
昇
幅
が
拡

大
し
、
全
用
途
平
均
・

住
宅
地
は
前
年
と
同
じ

変
動
幅
と
な
っ
た
。

※
１
:
首
都
圏
整
備
法

等
に
基
づ
く
政
策
区
域

に
応
じ
て
、
全
国
の
市

区
町
村
の
区
域
を
区
分

し
た
も
の
。

※
２
：
三
大
都
市
圏

（
東
京
圏
、
大
阪
圏
、

名
古
屋
圏
）
以
外
の
市

区
町
村
の
区
域
。

（
一
社
）
大
阪
府
建
築
士
事
務
所
協
会

　

設
立
50
周
年
を
迎
え

た
同
協
会
（
大
阪
市
中
央

区
農
人
橋
／
樋
上
雅
博

会
長
）
は
、
11
月
14
日
12

時
か
ら
17
時
ま
で
、
大
阪

府
咲
洲
庁
舎
１
階
フ
ェ

ス
パ
に
て
「
な
に
わ
建
築

フ
ェ
ス
タ
２
０
２
６　

50
年　
歴
史
と
未
来
」
を

開
催
す
る
。
主
な
イ
ベ
ン

ト（
抜
粋
）は
次
の
通
り
。

　
協
会
の
50
年
史
▽
児

童
画
展
示
・
表
彰
式
：

【
も
し
も
こ
ん
な
ま
ち
が

あ
っ
た
な
ら
（
夢
の
ま

ち
）】
大
阪
府
内
の
保
育

園
、
幼
稚
園
、
絵
画
教
室

か
ら
応
募
の
あ
っ
た
約

３
，
０
０
０
点
の
作
品

の
内
か
ら
１
９
０
作
品

を
表
彰
▽
星
ま
ち
づ
く

り
：
こ
ん
な
ま
ち
が
あ
っ

た
ら
。
自
分
の
星
な
ら
こ

ん
な
ま
ち
に
し
た
い
！
▽

宇
宙
建
築
の
パ
ネ
ル
展
示

▽
建
築
工
作
体
験　
ひ
の

き
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
：

ス
ツ
ー
ル
づ
く
り
、
ひ
の

き
プ
ー
ル
、
木
の
キ
ー
ホ

ル
ダ
ー
作
り
、
カ
ン
ナ
削

り
、
ヨ
ー
ヨ
ー
色
塗
り
▽

大
道
芸
：
多
彩
な
演
目
を

実
施
▽
あ
す
な
ろ
夢
建
築

展
示
：
府
内
の
建
築
を
学

ぶ
学
生
を
対
象
と
し
た
設

計
コ
ン
ク
ー
ル
か
ら
、
優

秀
作
品
を
展
示
▽
建
築
な

ん
で
も
相
談
会
（
各
時
間

先
着
１
組
［
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

よ
り
申
し
込
み
］）

※
詳
細
は
同
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
参
照
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建
築
金
物
産
業
史
実
録

建
築
金
物
産
業
史
実
録
（
124
）

「
華
麗
な
る
一
族
｜
金
物
問
屋
の
系
譜
｜
」（
昭
和
58
年
発
刊
）
よ
り

♦
高
岡
幸
八
商
店
の
巻

　
（
前
号
の
続
き
）
こ

の
緻
密
さ
と
手
堅
さ

は
、
宣
次
氏
と
六
郎
氏

の
間
で
相
似
す
る
も
の

が
あ
っ
た
。
宣
次
氏
も

齢
六
十
歳
を
超
え
、
ま

た
こ
の
六
郎
氏
の
性
情

に
惚
れ
込
む
と
こ
ろ

あ
っ
て
氏
を
婿
と
す
る

こ
と
を
心
に
き
め
て
い

た
。
そ
し
て
高
岡
幸
吉

氏
の
長
女
、
秀
子
さ
ん

と
を
娶
わ
せ
る
こ
と
に

し
た
が
、
折
し
も
戦
争

が
激
化
し
、
六
郎
氏
は

兵
役
に
と
ら
れ
、
ま
た

高
岡
幸
八
商
店
も
昭
和

十
九
年
に
は
販
売
す
る

に
商
品
な
し
で
、
つ
い

に
廃
業
す
る
の
や
む
な

き
に
至
っ
た
が
、
翌
二

十
年
の
一
月
、
わ
が
国

の
終
戦
締
結
の
日
を
ま

た
ず
、
宣
次
氏
は
六
十

二
歳
を
一
期
に
死
去
し

た
。

（
つ
づ
く
）

☆　
　
☆　
　
☆

♦
内
田
昌
吾
氏
の
巻

　
（
前
号
の
続
き
）
現

在
、
本
社
は
東
大
阪
市

布
市
町
二
丁
目
、
工
場

は
枚
岡
と
福
井
県
敦
賀

（
ツ
ル
ガ
永
和
工
業
）

に
あ
り
、
東
京
営
業
所

を
千
代
田
区
外
神
田
三

丁
目
に
お
く
。
資
本
金

は
一
億
三
千
万
円
、
従

業
員
九
五
名
、
主
要
商

品
は
丁
番
の
ほ
か
軽
量

形
鋼
、
鋼
製
床
下
地

材
（
ハ
イ
ネ
ダ
）
な
ど
。

経
営
ス
タ
ッ
フ
は
内
田

昌
吾
氏
が
会
長
、
佐
々

木
照
治
氏
が
社
長
、
内

田
氏
子
息
の
倖
雄
氏
が

専
務
を
つ
と
め
る
。

　

内
田
氏
は
昭
和
四
十

二
年
十
一
月
三
日
の
文

化
の
日
、
多
年
産
業
界

に
尽
し
た
功
を
も
っ
て

勲
四
等
瑞
宝
章
叙
勲
の

栄
に
浴
し
て
い
る
が
、

こ
の
人
の
丁
番
一
筋
に

か
け
た
こ
れ
ま
で
の
努

力
の
跡
を
思
え
ば
当
然

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な

お
、
内
田
氏
長
女
の
喜

代
子
さ
ん
は
永
和
工
業

の
商
事
部
門
、
永
和
商

事
（
現
社
名
・
日
東
金

属
）
の
渡
辺
智
氏
に
嫁

い
で
お
り
、
内
田
昌
吾

商
店
と
い
う
昔
の
問
屋

部
門
は
女
婿
の
渡
辺
氏

が
今
も
こ
れ
を
引
き
継

シ
リ
ー
ズ

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
エ
ッ
セ
ン
ス

暮
ら
し
の
中
の
和
紙
の
か
た
ち
主
宰
　
福
嶋
秀
子

（
60
）

「
続・あ
さ
に
け
に
」（
発

行
日
：
昭
和
61
年
６
月

／
編
集
・
発
行
：
清
水

（
株
））

〔
国
鉄
定
期
の
は
な
し
〕

　
（
前
号
の
続
き
）
国

鉄
側
は
そ
の
た
め
に
営

業
時
間
を
延
長
し
て
大

い
に
サ
ー
ビ
ス
を
し
た

と
い
う
が
、
こ
の
方
は

み
ん
な
残
業
手
当
が
つ

い
て
い
る
の
だ
か
ら
何

も
そ
ん
な
に
大
き
な
こ

と
は
い
え
ま
い
。
こ
の

辺
が
わ
れ
わ
れ
と
感
覚

の
違
う
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

そ
し
て
そ
の
定
期

も
値
上
げ
前
に
買
っ

て
お
か
な
い
と
損
だ

と
い
う
計
算
で
、
買
換

え
を
す
る
人
が
殆
ん
ど

で
、
実
際
に
は
ま
だ
有

効
期
間
が
20
日
も
15
日

も
あ
る
の
に
、
そ
れ
を

放
棄
し
て
新
し
い
定
期

を
買
う
こ
と
が
果
た
し

て
本
当
に
得
に
な
る
だ

ろ
う
か
。
い
つ
も
疑
問

に
思
う
の
だ
が
、
皆
さ

ん
は
ど
う
お
考
え
だ
ろ

う
か
。
急
い
で
買
換
え

す
る
人
は
そ
う
い
う
計

算
も
充
分
さ
れ
て
の
こ

と
と
は
思
う
が
、
何
か

割
り
切
れ
な
い
も
の
が

残
る
。
た
と
え
ば
有
効

期
間
が
ま
だ
20
日
あ
る

と
し
た
ら
そ
の
20
日
分

随
想
「
あ
さ
に
け
に
」（
清
水
　進
一
　著
）

珠
玉
の
随
筆
集
・
心
の
灯
火
（
62
）

は
完
全
に
無
駄
に
な
り

明
ら
か
に
こ
ち
ら
が
損

を
し
て
国
鉄
は
得
を
し

た
こ
と
に
な
る
筈
で
あ

る
。
頭
が
古
い
と
い
わ

れ
る
か
も
知
れ
な
い

が
、
た
と
え
20
日
分
損

を
し
て
も
値
上
げ
の
前

の
料
金
で
新
し
い
定
期

が
買
え
る
な
ら
そ
の
方

が
得
だ
と
い
う
考
え
方

に
は
ど
う
も
納
得
で
き

な
い
。
聞
け
ば
私
鉄
と

の
連
絡
定
期
を
も
っ
て

い
る
人
は
値
上
が
り
を

し
て
い
な
い
私
鉄
の
分

ま
で
20
日
分
放
棄
し
た

こ
と
に
な
る
が
、
そ
の

人
の
通
勤
手
当
を
会
社

が
出
し
て
い
た
ら
、
国

鉄
よ
り
会
社
の
方
が
早

く
つ
ぶ
れ
て
し
ま
う
。

［
昭
和
57
年
５
月
］

『
割
り
切
れ
ぬ
こ
と
多

す
ぎ
る
身
の
回
り
』

2026 年（令和８年）11月号　　　　（２）

　
同
社
で
は
、
岸
本
俊
仁

社
長
の
急
逝
に
よ
り
、
後

任
と
し
て
熊
本
永
司
取
締

役
営
業
本
部
長
が
新
社
長

に
就
任
し
た
。新
役
員（
敬

称
略
）
は
次
の
通
り
。

◎
代
表
取
締
役
社
長
：
熊

本
永
司
（
昇
任
）

◎
常
務
取
締
役
：
尾
形
信

彰
（
昇
任
）

◎
取
締
役
：
永
見
浩
司

◎
取
締
役
技
術
開
発
本

部
・
生
産
本
部
統
括
部

長
：
葛
西
明
生

◎
取
締
役
営
業
本
部
長　

兼　
東
京
支
店
長
：
佐
佐

木
英
幸

◎
監
査
役
：
長
谷
川
雅

人
、
伊
藤
誠
一
、
田
中
智

晴

【
和
紙
を
使
っ
た
長
財
布
】

　
前
回
は
屏
風
の
ご
案
内

で
し
た
。
今
回
は
和
紙
を

使
っ
た
長
財
布
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
和
紙
の
作
品
を

作
る
よ
う
に
な
り
、
最
初

は
和
紙
を
購
入
し
て
作
品

を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
あ

る
時
か
ら
自
分
で
染
め
た

方
が
欲
し
い
も
の
が
手
に

入
る
と
染
め
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
美
し
い
も
の
を

作
り
た
い
と
記
憶
を
た
ど

る
と
自
然
の
景
色
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。
そ
れ
を
再
現

し
よ
う
と
色
を
重
ね
る
こ

と
で
美
し
い
色
合
い
に
出

会
え
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
写
真
は
色
染
め
し
た

和
紙
で
作
成
し
た
長
財
布

で
す
。
こ
ん
に
ゃ
く
の
り

と
い
う
粘
液
を
紙
面
に
塗

り
、
色
水
を
転
が
す
よ
う

に
色
を
の
せ
て
い
く
の
で

す
が
、
乾
い
て
み
な
い
と

ど
ん
な
染
め
上
が
り
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
塗
っ
て
、

転
が
し
乾
か
し
て
確
認
す

る
。
そ
ん
な
作
業
を
繰
り

返
し
、
ち
ょ
う
ど
よ
い
着

地
点
を
目
指
し
ま
す
。
色

を
染
め
た
紙
が
用
意
で
き

る
と
、
次
は
形
を
つ
く
り

ま
す
。
和
紙
は
人
が
手
を

広
げ
て
持
て
る
大
き
さ
。

お
お
よ
そ
横
90
㎝
×
奥
行

き
60
㎝
の
サ
イ
ズ
が
一
般

的
で
す
。
こ
れ
を
染
め
て

い
く
の
で
す
が
、
雰
囲
気

の
あ
る
部
分
が
紙
面
の
い

く
つ
か
に
現
れ
、
そ
れ
を

作
品
の
要
に
も
っ
て
き
ま

す
。長
財
布
だ
と
表
の
蓋
、

内
側
の
蓋
に
な
り
ま
す
。

考
え
が
ま
と
ま
る
ま
で
は

和
紙
を
く
る
く
る
回
し
試

行
錯
誤
を
続
け
ま
す
。
配

置
が
決
ま
る
と
紙
面
の
立

体
に
な
る
面
白
さ
を
感
じ

な
が
ら
作
品
を
完
成
さ
せ

ま
す
。
和
紙
を
染
め
て
一

枚
の
ア
ー
ト
の
よ
う
な
表

情
を
目
指
し
ま
す
が
、
そ

れ
を
使
え
る
道
具
に
す
る

の
は
日
本
に
昔
か
ら
伝
わ

る
「
用
の
美
」
へ
の
憧
れ

が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。［
東
京
ア
メ
リ
カ
ン

ク
ラ
ブ
主
催
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
バ
ザ
ー
に
参
加

予
定
。
11
月
９
・
10
日
の

２
日
間
、一
般
も
入
場
可
。

詳
し
く
は
暮
ら
し
の
中
の

和
紙
の
か
た
ち
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w.

katachiarum
ono.

com

）
参
照
］

（
木
耳
社
出
版
「
暮
ら
し

の
中
の
和
紙
の
か
た
ち
」

本
著
者
）

◆
国
立
社
会
保
障
・
人
口

問
題
研
究
所

「
第
17
回
出
生
動
向
基
本

調
査
（
結
婚
と
出
産
に
関

す
る
全
国
調
査
）」
結
果

概
要
（
抜
粋
）

【
独
身
者
調
査
〜
未
婚
者

の
結
婚
・
子
ど
も
に
対
す

る
考
え
方
〜
】

　
「
い
ず
れ
結
婚
す
る
つ

も
り
」
と
考
え
る
18
〜
34

歳
の
未
婚
者
は
、
今
回
調

査
で
８
割
を
下
回
る
（
男

性
75
・
１
％
、
女
性
77
・

８
％
）。「
一
生
結
婚
す
る

つ
も
り
は
な
い
」
未
婚

男
女
は
２
割
を
超
え
た

が
、
そ
の
う
ち
４
割
程
度

は
「
い
ず
れ
結
婚
す
る

つ
も
り
」
に
変
わ
る
可

能
性
が
あ
る
と
回
答
。
▽

結
婚
に
利
点
が
あ
る
と
考

え
る
割
合
は
、
男
性
は
６

割
台
か
ら
５
割
台
に
、
女

性
は
７
割
か
ら
６
割
台
に

減
少
。「
子
や
家
族
も
て

る
」「
精
神
的
や
す
ら
ぎ
」

「
経
済
的
余
裕
」
が
減
少
、

「
愛
情
感
じ
る
人
と
暮
ら

せ
る
」
は
増
加
。
▽
希
望

子
ど
も
数
は
減
少
が
続
く

（
男
性
１
・
６
４
人
、
女

性
１
・
７
０
人
）。
６
人

に
１
人
の
未
婚
男
女
が
結

婚
し
て
も
子
を
望
ま
な

い
。「
結
婚
し
た
ら
子
を

持
つ
べ
き
」
へ
の
支
持
も

低
下
。

【
夫
婦
調
査
〜
夫
婦
の
結

婚
・
出
生
過
程
、
子
育
て

の
状
況
〜
】

　
職
場
や
友
人
を
介
し
た

【
マ
ツ
六
（
株
）】

好
評
企
画
第
９
弾
！

あ
な
た
の
自
慢
の
現
場

写
真
を
披
露
し
て
く
だ

さ
い　
写
真
大
募
集

　

同
社
で
は
、
同
社
商

品
を
使
用
し
た
設
置
・

施
工
事
例
の
写
真
※
を

12
月
31
日
ま
で
募
集
し

て
い
る
。
応
募
特
典（
抜

粋
）
は
次
の
通
り
。

☆　
　
☆　
　
☆

◎
抽
選
で
60
名
に
Ｑ
Ｕ

Ｏ
カ
ー
ド
ｐ
ａ
ｙ
１
，

０
０
０
円
分
ま
た
は「
あ

す
に
ゃ
ん
ト
ー
ト
バ
ッ

グ
」　
好
き
な
方
を
プ
レ

ゼ
ン
ト

◎
優
れ
た
写
真
に
「
マ

ツ
六
賞
」　
た
よ
レ
ー
ル

設
置
例
部
門
・
Ｂ
Ａ
Ｕ

結
婚
が
減
り
、
ア
プ
リ
等

で
知
り
合
っ
た
夫
婦
は
２

割
に
（
20
・
２
％
）。
▽

結
婚
15
〜
19
年
の
夫
婦
の

最
終
的
な
出
生
子
ど
も
数

は
平
均
１
・
８
６
人
、
子

ど
も
０
人
は
約
１
割
に
。

１
子
か
ら
２
子
へ
の
移
行

が
低
迷
し
て
お
り
、
３
組

に
１
組
の
夫
婦
が
、
ま
た

妻
の
初
婚
年
齢
が
30
歳
以

上
で
は
半
数
の
夫
婦
が
、

結
婚
時
の
予
定
子
ど
も
数

を
実
現
で
き
て
い
な
い
。

▽
理
想
子
ど
も
数
は
２
・

１
８
人
、
予
定
子
ど
も
数

は
１
・
９
５
人
で
初
め
て

２
人
を
下
回
る
。
予
定
子

ど
も
数
が
１
人
に
留
ま
る

夫
婦
が
増
加
。

※
全
国
に
居
住
す
る
年
齢

18
歳
以
上
55
歳
未
満
の
独

身
者
と
妻
の
年
齢
が
55
歳

未
満
の
夫
婦
（
回
答
者
は

妻
）
を
対
象
と
し
て
、
昨

年
６
月
に
実
施
。

ぎ
生
か
し
て
い
る
。

（
つ
づ
く
）

ト
ピ
ッ
ク
ス

Ｈ
Ａ
Ｕ
Ｓ
施
工
例
部
門

そ
れ
ぞ
れ
金
賞
・
銀
賞
・

銅
賞（
各
１
名
／
Ａ
コ
ー

ス
：
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
ｐ

ａ
ｙ
［
金
賞
１
０
，
０

０
０
円
分
、
銀
賞
５
，

０
０
０
円
分
、
銅
賞
３
，

０
０
０
円
分
］、
Ｂ
コ
ー

ス
：
大
阪
え
え
も
ん
ギ

フ
ト
［
金
賞
１
０
，
０

０
０
円
相
当
、
銀
賞
５
，

０
０
０
円
相
当
、
銅
賞

３
，
０
０
０
円
相
当
］

か
ら
選
べ
る
）

◎
フ
リ
ー
Ｒ
レ
ー
ル　

手
す
り
棒
の
「
曲
げ
加

工
」
を
施
し
た
写
真
に

「
曲
げ
の
匠
賞
」（
１
名

／
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
ｐ
ａ

ｙ
１
０
，
０
０
０
円
分

＆
曲
匠
（
き
ょ
し
ょ
う
）

ベ
ン
ダ
ー
［
非
売
品
］）

※
同
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
商

品
（
カ
タ
ロ
グ
や
商
品

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
「
マ
ツ

六
」
と
記
載
さ
れ
て
い

【（
株
）
ゴ
ー
ル
】

役
員
異
動

る
商
品
）
を
使
用
し
た
、

設
置
・
施
工
事
例
写
真

で
設
置
（
施
工
）
後
１

年
以
内
の
物
件
の
も
の
。

［
応
募
方
法
等
詳
細
は
同

社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
］

デ
ー
タ
Ｂ
Ｏ
Ｘ


